
八幡浜支局地域農業育成室 西予農業指導班（９月分） 

 

標 題 
秋の重点指導週間を設定し、新規就農者を個別

訪問指導 
機関名 

八幡浜支局地域農業育成室

西予農業指導班 

年月日 令和４年９月 7日～13日 場所 西予市 

指導対象 新規就農者（10 人） 
連携 

機関 
西予市、JA ひがしうわ 

普及指導 

内容 

○９月７日～13 日を新規就農者への秋の重点指導週間とし、地方局予算事業「南予儲か

る農業人材育成事業」の重点指導対象を個別訪問した。 

○栽培作物の技術相談のほか、台風対策資料の配布・説明や、９月 27 日に開催する「儲

かる農業セミナー」を周知した。 

結果と今後 

○台風の事前、事後対策や、セミナーの土づくりによる肥料高騰対策に関心を示すなど、

真剣に農業に取り組む姿勢がうかがえた。 

○引き続き、新規就農者の定着と早期経営安定を目指し、個別・集団による栽培技術や

経営管理指導を行う。 

 

 

 

標 題 青ゆずの生産拡大に向けて出荷打ち合わせ 機関名 
八幡浜支局地域農業育成室

西予農業指導班 

年月日 令和４年９月～ 場所 JA ひがしうわ城川農産センター         

指導対象 JA ひがしうわ ゆず部会（９人） 
連携 

機関 
JA ひがしうわ 

普及指導 

内容 

○９月からの出荷に向け、８月に実施した東京での商談結果に基づく青ゆずの評価や活

用方法、取引を行う上での問題点等を説明。 

○なお、今年産は昨年度サンプルを提供した県外の飲食店のうち、取引が成立した東京

の１店舗を含め約６ｔ（前年比：94％）を出荷した。 

結果と今後 

○生産者からは「売り込みは産地 PR のためにも地道に続けてほしい」「利用方法（皮を

利用）を考えてターゲットを絞るとよい」等の意見が出された。 

○今後も JA と連携し、販路拡大のため情報収集や青ゆずの新たな活用方法の提案等に

取り組んでいく。 

 

 

 

 

台風の事前・事後対策を指導 

左：青ゆず出荷について説明 

右：収穫された青ゆず 


